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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第３四半期連結
累計期間

第14期
第３四半期連結
累計期間

第13期
第３四半期連結
会計期間

第14期
第３四半期連結
会計期間

第13期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 3,264,4723,734,6381,069,2111,288,8074,402,950

経常利益（千円） 688,292 783,309 234,149 270,337 942,037

四半期（当期）純利益（千円） 406,051 456,011 137,782 164,599 561,491

純資産額（千円） － － 2,383,3032,488,7212,552,247

総資産額（千円） － － 5,093,5463,963,7895,300,918

１株当たり純資産額（円） － － 14,243.8115,210.7715,042.06

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
2,449.142,781.57 823.46 1,010.453,368.79

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
2,387.022,765.59 808.10 1,005.403,288.62

自己資本比率（％） － － 46.8 62.5 48.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
857,625△1,392,123 － － 1,035,451

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△114,770△258,359 － － △231,763

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△70,404△516,942 － － △57,002

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,882,436791,3892,958,815

従業員数（人） － － 52 54 49

　（注）売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

EDINET提出書類

ＳＢＩベリトランス株式会社(E05427)

四半期報告書

 2/25



２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動は「３ 関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において持分法適用関連会社であった株式会社エフカフェは、当社が保有する株式をす

べて売却したため、持分法適用の範囲から除外しております。

　また、当第３四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
又は被所有割合

(％)
関係内容

（連結子会社）
　
SBIリサーチ㈱

　

東京都港区 30
インターネットに
よる中国市場調査

66.7　 役員の兼務２名

　

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 54（３） 

　（注）  従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含むほか、常用パートを含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣

社員を含みます。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 51（３） 

　（注）  従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートを含ん

でおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含みます。）は、当第３四半

期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)生産実績

　当社グループは、決済処理サービス及び収納代行サービスなどの決済関連事業を行っており、提供するサービス

の性格上、生産実績の記載に馴染まない為、記載しておりません。

(2)商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。

サービス別
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　
前年同四半期比
（％）
　

情報セキュリティサービス（千円） 29,991 131.0

 合計（千円） 29,991 131.0

（注）１．上記商品仕入は、全てサーバ証明書の購入に係るものであります。

　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　(3)受注状況

生産実績と同様の理由により、記載しておりません。

(4)販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をサービス別に示すと、次のとおりであります。

サービス別
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

前年同四半期比
（％）　　

決済処理サービス（千円） 241,819 102.3

収納代行サービス（千円） 955,480 124.6

情報セキュリティサービス（千円） 46,564 104.4

広告関連サービス（千円） 25,620 153.5

その他（千円） 19,323 420.2

合計（千円） 1,288,807 120.5

（注）１．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主要な販売先及び当該販売実績の総販売実績に

対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

 株式会社デジタルメディアマート 174,344 16.3 196,376 15.2

２．本表の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第３四半期（３か月）におけるわが国経済は、輸出・生産の回復が続いているものの、円高やデフレが企業収益を

圧迫する要因となっており、依然厳しい状況が続いております。また、雇用は厳しい環境のままであり、個人消費の低

迷も続いております。

　このような状況の中、日本におけるインターネット・EC市場は、家計防衛、節約志向の高まりから、価格比較を容易に

行えるインターネット通販が消費者へ広がっていることもあり、昨年度から引き続き成長を続けております。

　当社では、「EC事業者様のコアビジネス（本業）への専念をサポート」をスローガンに、より魅力のある商品やサー

ビスを消費生活者に提供できるようEC事業者を支援する、総合決済サービス及びECインフラサービスの提供に経営資

源を集中し、安全かつ利便性の高いサービスを提供してまいりました。

　当第３四半期の売上は、各サービスにおいて好調でありました。当社の各サービス別の業績は次のとおりでありま

す。

 
当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
　  至　平成21年12月31日）

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
　  至　平成20年12月31日）

（参考）
平成21年３月期

 決済処理サービス（千円） 241,819 236,467 942,308

 収納代行サービス（千円） 955,480 766,852 3,104,863

 情報セキュリティサービス

（千円）
46,564 44,600 254,572

 広告関連サービス（千円） 25,620 16,693 77,147

 その他（千円） 19,323 4,598 24,058

合計（千円） 1,288,807 1,069,211 4,402,950

　

　当第３四半期における、決済処理サービス、収納代行サービスについては、第２四半期末からの利用店舗数の純増が

483店舗あり（当第３四半期末において3,414店舗、稼動店舗数はサービス契約ごとに計上）、店舗当たりの売上が大

きいクレジットカード決済サービス、コンビニエンスストア決済サービスが順調に推移いたしました。また、広告関連

サービスでは、レコメンドASPサービスが好調であり、高付加価値サービスの提供による新たな収益源の確立を図って

おります。

　この結果、当第３四半期の業績は、売上高1,288,807千円、営業利益260,430千円、経常利益270,337千円、四半期純利益

164,599千円となりました。

 

　（2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前四半期連結会計期間末に比

べ333,417千円減少し（前連結会計年度末に比べ2,167,425千円減少）、当第３四半期連結会計期間末には791,389千

円となりました。当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は246,361千円（当第３四半期連結累計期間△1,392,123千円）となりました。これは

主に、税金等調整前四半期純利益が272,263千円計上されたことによるものであります。

　なお、当第３四半期連結累計期間においては、収納代行サービスの早期入金サービス利用に伴う収納代行預り金の減

少1,216,345千円が主な要因となっております。これは、支払サイクルの短縮化によるものであり、収納代行サービス

の取扱高自体は、順調に推移しております。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は90,072千円（当第３四半期連結累計期間△258,359千円）となりました。これは主

に、ソフトウエア等の無形固定資産の取得による支出92,784千円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は489,705千円（当第３四半期連結累計期間△516,942千円）となりました。これは主

に、短期借入による収入15,800,000千円、短期借入金の返済による支出16,300,000千円によるものであります。 

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　 当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　　
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（4）研究開発活動

　当社グループは、変化のスピードが急速であり、新たな参入事業者も多く、技術革新の著しいインターネット業界

において、グローバルな視点から最新の業務動向をいち早く捉えるとともに、当社グループの技術力を有効に活用

したサービスの開発に努めています。

　ただし、当第３四半期連結会計期間においては研究開発による支出はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、以下の設備を取得いたしました。

事業所名
(所在地)

事業の種類別セグメントの
名称

設備の内容
帳簿価額(百万円) 　
ソフト
ウエア

合計
完了年月

本社

（東京都港区）

決済処理サービス、収納代

行サービス等

マルチ決済シス

テム
139　 139　平成21年12月　

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設は、上記（1）

の通り一部完了しております。除却等については、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新

設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 675,504

計 675,504

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 170,478 170,478
大阪証券取引所

（ヘラクレス）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 170,478 170,478 － －

　（注）「提出日現在発行数」欄には、平成22年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（新株予

約権付社債とみなされる新株引受権付社債の行使を含む）により発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

（平成16年２月12日臨時株主総会決議）

区分
第３四半期会計期間末現在
（平成21年12月31日）

新株予約権の数（個） 69

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 828

新株予約権の行使時の払込金額（円） 5,741

新株予約権の行使期間
自　平成18年２月13日

至　平成26年２月12日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）（注）１，２

発行価格 5,741

資本組入額 2,871

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込に関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －

　（注）１. 当社が株式分割、株式併合を行う場合は、それぞれの効力発生のときをもって次の算式により行使価額を調整

し、調整により生ずる１円未満の端数は切り上げる。

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率
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２．新株予約権発行後、行使価額を下回る価額で新株式の発行または自己株式の処分を行う場合（新株予約権ま

たは商法等の一部を改正する法律（平成13年法律第128号）施行前の商法に定められた新株引受権付社債の新

株引受権の行使による場合を除く。）は、次の算式により行使価額を調整し、調整により生ずる１円未満の端数

は切り上げる。

調整後行使価額 ＝

調整前

行使価額
×

既発行

株式数
＋

１株当たり

払込金額
×

新発行

株式数

既発行株式数 ＋ 新発行株式数

３．新株予約権の行使の条件

①　新株予約権者は、権利行使時において当社または当社子会社の取締役、従業員その他これに準ずると当社が

認めた地位にあることを要する。ただし、任期満了により取締役を退任した場合、定年退職その他正当な理由

のある場合として当社の取締役会が認めた場合にはこの限りではない。

②　予約権者は、以下の区分に従って権利を行使することができる。ただし、各新株予約権の一部の行使はでき

ないものとする。

(ア）　平成18年２月13日もしくは当社普通株式が日本国内の株式市場に上場した日のうちいずれか遅く到来

する日から１年間（以下「第一権利行使期間」という）は、当初割り当てられた本新株予約権のうち４

分の１の個数（ただし、本号に基づき行使可能な本新株予約権の個数が１の整数倍でない場合は、１の

整数倍に切り捨てた数とする）。

(イ）　第一権利行使期間の末日の翌日から１年間（以下「第二権利行使期間」という）は、当初割り当てら

れた本新株予約権のうち２分の１の個数（前号に定める個数を含む。ただし、本号に基づき行使可能な

本新株予約権の個数が１の整数倍でない場合は、１の整数倍に切り捨てた数とする）。

(ウ）　第二権利行使期間の末日の翌日から１年間（以下「第三権利行使期間」という）は、当初割り当てら

れた本新株予約権のうち４分の３の個数（前号に定める個数を含む。ただし、本号に基づき行使可能な

本新株予約権の個数が１の整数倍でない場合は、１の整数倍に切り捨てた数とする）。

(エ）　第三権利行使期間の末日の翌日から平成26年２月12日までは、未行使の本新株予約権すべて。

③　その他の条件は、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結する契約に定めるところによる。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金　　
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
96 170,478 275 1,066,076 275 55,675

 （注）　新株予約権の行使による増加であります。
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（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 

 

（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

①【発行済株式】 

平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

議決権制限株式

（自己株式等）
－ － －

　議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式

（自己株式等）
　普通株式 7,500 － 　

　完全議決権株式（その他） 　普通株式 162,978 162,978

完全議決権株式であり、権利の

内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

　単元未満株式 － － －

　発行済株式総数 170,478 － －

　総株主の議決権 － 162,978 －

 

②【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

SBIベリトランス

株式会社

東京都港区六本木

一丁目６番１号
7,500 － 7,500 4.40

計 － 7,500 － 7,500 4.40

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 57,20060,50060,50059,50065,70064,40058,80053,40049,000

最低（円） 45,00048,35054,90051,20057,70056,70052,20042,50044,200

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所のニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」市場におけるものであり

ます。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なっております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 791,389 2,958,815

売掛金 524,981 522,183

有価証券 1,000,000 1,000,000

商品 15,173 15,120

立替金 858,459 －

その他 27,805 212,118

貸倒引当金 △4,206 △4,252

流動資産合計 3,213,601 4,703,984

固定資産

有形固定資産 ※1
 71,781

※1
 50,668

無形固定資産

ソフトウエア 471,932 260,405

その他 59,828 129,074

無形固定資産合計 531,761 389,480

投資その他の資産 146,645 156,785

固定資産合計 750,188 596,933

資産合計 3,963,789 5,300,918

負債の部

流動負債

買掛金 329,008 292,648

未払法人税等 108,956 236,853

収納代行預り金 867,879 2,084,225

その他 169,223 134,943

流動負債合計 1,475,067 2,748,671

負債合計 1,475,067 2,748,671

純資産の部

株主資本

資本金 1,066,076 1,063,768

資本剰余金 73,900 753,368

利益剰余金 1,771,092 1,416,886

自己株式 △432,048 △681,775

株主資本合計 2,479,020 2,552,247

少数株主持分 9,700 －

純資産合計 2,488,721 2,552,247

負債純資産合計 3,963,789 5,300,918
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,264,472 3,734,638

売上原価 2,141,110 2,452,260

売上総利益 1,123,361 1,282,377

販売費及び一般管理費 ※
 444,278

※
 512,456

営業利益 679,083 769,920

営業外収益

受取利息 18,013 18,091

開発負担金収入 － 12,378

その他 3,676 1,988

営業外収益合計 21,690 32,457

営業外費用

支払利息 6,945 7,940

持分法による投資損失 5,123 8,268

自己株式取得費用 － 2,300

その他 412 559

営業外費用合計 12,481 19,068

経常利益 688,292 783,309

特別利益

関係会社株式売却益 － 1,926

その他 7 2

特別利益合計 7 1,928

特別損失

固定資産除却損 － 4,694

本社移転費用 － 11,617

特別損失合計 － 16,311

税金等調整前四半期純利益 688,300 768,926

法人税、住民税及び事業税 277,644 303,137

法人税等調整額 4,604 10,077

法人税等合計 282,248 313,214

少数株主損失（△） － △299

四半期純利益 406,051 456,011
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 1,069,211 1,288,807

売上原価 685,319 854,512

売上総利益 383,892 434,295

販売費及び一般管理費 ※
 154,423

※
 173,865

営業利益 229,468 260,430

営業外収益

受取利息 5,044 5,797

開発負担金収入 － 9,523

その他 998 1,130

営業外収益合計 6,043 16,451

営業外費用

支払利息 179 3,641

持分法による投資損失 1,108 2,865

その他 73 37

営業外費用合計 1,362 6,544

経常利益 234,149 270,337

特別利益

貸倒引当金戻入額 △651 －

関係会社株式売却益 － 1,926

その他 0 －

特別利益合計 △650 1,926

税金等調整前四半期純利益 233,498 272,263

法人税、住民税及び事業税 92,336 100,371

法人税等調整額 3,379 7,591

法人税等合計 95,716 107,962

少数株主損失（△） － △299

四半期純利益 137,782 164,599
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 688,300 768,926

減価償却費 90,032 99,947

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,658 △45

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,000 －

受取利息及び受取配当金 △18,013 △18,091

支払利息 6,945 7,940

持分法による投資損益（△は益） 5,123 8,268

関係会社株式売却損益（△は益） － △1,926

固定資産除却損 － 4,694

売上債権の増減額（△は増加） 25,221 △2,797

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,569 △53

立替金の増減額（△は増加） － △684,229

仕入債務の増減額（△は減少） △20,872 36,359

収納代行預り金の増減額（△は減少） 497,702 △1,216,345

その他 △76,046 30,653

小計 1,200,621 △966,699

利息及び配当金の受取額 12,972 12,294

利息の支払額 △6,945 △7,940

法人税等の支払額 △349,023 △429,777

営業活動によるキャッシュ・フロー 857,625 △1,392,123

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 － △8,000

有価証券の償還による収入 － 8,000

有形固定資産の取得による支出 △11,478 △48,031

無形固定資産の取得による支出 △98,594 △215,727

貸付けによる支出 △2,315 －

貸付金の回収による収入 2,315 1,102

関係会社株式の取得による支出 － △13,930

関係会社株式の売却による収入 － 25,000

敷金及び保証金の差入による支出 △4,697 △9,352

差入保証金の回収による収入 － 2,579

投資活動によるキャッシュ・フロー △114,770 △258,359
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 23,800,000 38,000,000

短期借入金の返済による支出 △23,800,000 △38,000,000

株式の発行による収入 10,132 4,615

自己株式の取得による支出 － △432,048

配当金の支払額 △80,537 △99,509

少数株主からの払込みによる収入 － 10,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △70,404 △516,942

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 672,449 △2,167,425

現金及び現金同等物の期首残高 2,209,986 2,958,815

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,882,436

※
 791,389
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 　①　連結の範囲の変更

　　第３四半期連結会計期間より、SBIリサーチ株式会社は

新たに設立したため、連結の範囲に含めております。

　②　変更後の連結子会社の数

　　３社

２．持分法の適用に関する事項の変更  持分法適用関連会社

　①　持分法適用関連会社の変更

　　第１四半期連結会計期間より、Coolpat株式会社の株式

を新たに取得したため、持分法適用の範囲に含めてお

ります。また、株式会社エフカフェについては、株式を

全て売却したため、当第３四半期連結会計期間より持

分法の適用範囲より除外しております。

　②　変更後の持分法適用関連会社の数

　　１社

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「立替金の増減額（△は増加）」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記すること

としました。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる

「立替金の増減額（△は増加）」は△66,821千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結貸借対照表）

（1）前第３四半期連結会計期間において、流動資産の「その他」に含めて表示しておりました「立替金」は、資産総

額の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連結会

計期間の流動資産の「その他」に含まれる「立替金」は126,658千円であります。 

（2）前第３四半期連結会計期間において、無形固定資産に含めて表示しておりました「ソフトウエア」は、資産総額

の100分の10を超えたため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記しております。なお、前第３四半期連結会計期間の

無形固定資産に含まれる「ソフトウエア」は、235,696千円であります。
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【簡便な会計処理】

　　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、142,648千円であ

ります。

　２．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当第3四半期連結会計期間末の借

入未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額 6,000,000千円　

借入実行残高 －千円　

差引額 6,000,000千円　　

 

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、126,417千円であ

ります。

　２．当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため

取引銀行２行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残

高は次のとおりであります。

当座貸越極度額 6,000,000千円　

借入実行残高 －千円　

差引額 6,000,000千円　　

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 215,047千円　　

　貸倒引当金繰入額 2,626千円　　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 223,485千円　　

　貸倒引当金繰入額 550千円　　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 78,924千円　　

　貸倒引当金繰入額 2,626千円　　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　報酬・給与及び賞与 75,391千円　　

　貸倒引当金繰入額 187千円　　

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）　

　（千円）

現金及び預金勘定 2,882,436

現金及び現金同等物 2,882,436

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）　

　（千円）

現金及び預金勘定 791,389

現金及び現金同等物 791,389
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　170,478株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　7,500株

 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　親会社　－千円

 

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月23日

定時株主総会　
普通株式 101,804 600平成21年３月31日平成21年６月24日利益剰余金

 

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間末後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５．株主資本の金額の著しい変動

①自己株式の取得

　当社は、取締役会決議に基づき、平成21年５月11日から平成21年５月19日（約定ベース）に自己株式7,500株

を取得し、自己株式が432,048千円増加しております。

②自己株式の消却

　当社は、取締役会の決議に基づき、平成21年５月11日付で10,607株の自己株式を消却したことにより、資本剰

余金及び自己株式が681,775千円減少しております。

　上記の結果、当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が73,900千円、自己株式が△432,048千円と

なっております。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20

年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　当社グループは決済サービス事業者として、決済サービスの提供を行っており、当該事業以外に事業の種類がな

いため該当事項はありません。

　　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20

年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成21年10月１日　至平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20

年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）

　当社グループはデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

１．ストック・オプションに係る当第３四半期連結会計期間における費用計上額及び科目名

　該当事項はありません。

２．当第３四半期連結会計期間に付与したストック・オプションの内容

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 15,210.77円 １株当たり純資産額 15,042.06円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 2,449.14円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
2,387.02円

１株当たり四半期純利益金額 2,781.57円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
2,765.59円

（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 406,051 456,011

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 406,051 456,011

期中平均株式数（株） 165,793 163,940

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 4,315 947

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

――――― ―――――
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 823.46円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
808.10円

１株当たり四半期純利益金額 1,010.45円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
1,005.40円

　

（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 137,782 164,599

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 137,782 164,599

期中平均株式数（株） 167,321 162,898

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 3,180 817

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

――――― ―――――

　

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）　

子会社の設立　

　当社は、平成22年1月21日開催の取締役会決議に基づき、サイト運営企業向けにサイト活性化をテーマとした事業を

展開する株式会社ケイビーエムジェイと合弁会社を設立いたしました。

　

（1）合弁会社設立の目的

　ウェブサイト運営企業を対象に、レコメンドエンジンをはじめとするマーケティングソリューションツールの提供

を中心に事業を展開して参ります。両社に分断されていたオンラインマーケティング分野におけるサービス事業の知

見や、販売マーケティング及び商品企画のノウハウを結集することにより、既存サービスの営業面・サービス面の強

化を積極的に進めるほか、マーケット普及を促す戦略的なメニューの設定や、レコメンドテクノロジーを利用した新

たなプロモーションサービスの開発を行うことで、レコメンドエンジンの普及拡大を目指して参ります。

　

（2）新会社の概要

・商号　　　　　　SBIナビ株式会社

・代表者　　　　　代表取締役　:　沖田 貴史

・所在地　　　　　東京都渋谷区恵比寿西2丁目20番3号

・事業内容　　　　①レコメンドエンジンを主力としたサイト支援ツールの販売

　　　　　　　　　②上記に付随する広告商品の販売　　　　　　

・資本金　　　　　50百万円

・出資比率　　　　当社　90％

　　　　　　　　　株式会社ケイビーエムジェイ 10％

・決算期　　　　　3月31日　

・設立年月日　　　平成22年１月21日

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月２日

ＳＢＩベリトランス株式会社

取締役会　御中

監査法人　トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 浅枝　芳隆　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　尚子　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているSBIベリトランス

株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１

０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３

１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、SBIベリトランス株式会社及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在

の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連

結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月１日

ＳＢＩベリトランス株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浅枝　芳隆　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 木村　尚子　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＢＩベリトラ

ンス株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２１

年１０月１日から平成２１年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年１２

月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＢＩベリトランス株式会社及び連結子会社の平成２１年１２月３１日

現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら

れなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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